
世の中を良くするために頑張っている人や団体を、情報発信等のコミュニケー

ション分野で手助けする「ＮＰＯ法人ＨＵＧ」。震災後、復興のために頑張る

人々を対象とした業界新聞「東北復興新聞」を発刊し、関係者間の情報共有を

促進するとともに、被災地外へ情報を届け継続したより良い支援の実現を目指

している。これまでの活動紹介などを通して、これからの被災地支援のカタチ

についてお話頂きます。 

仙台市市民活動サポートセンター 

主 催 

問 合 せ 仙台市市民活動サポートセンター   ＴＥＬ：０２２（２１２）３０１０  FAX：０２２（２６８）４０４２ 

※ この用紙はリサイクルできます。 

日時：2012年12月21日(金)15:00～17:00 

会場：せんだいメディアテーク 
   １階オープンスクエア 

15:00～15:30  ゲスト団体より情報提供 
         
 
 
 
 
 
15:30～17:00  グループセッション 

   参加無料、申込不要、直接会場へ 

 ゲスト 
NPO法人 HUG 

代表理事 本間 勇輝さん 

東日本大震災の被災地の情報発信に取り組む団体をゲストにお招き

し、これまでとこれからの支援のかたちについて参加者の皆さんと考

えます。 

前半のゲストのお話は、インターネット(USTREAM)で配信し、震災へ

の関心が薄れつつある全国へ向けて、被災地の声を届けます。 

後半のグループセッションであがった声は、「サポセンブログ＠仙

台」や、市民活動サポートセンター通信「ぱれっと」を通じて全国へ

配信します。 

※サポセンブログ＠仙台 http://blog.canpan.info/fukkou/ 

ゲスト：NPO法人HUG 
代表理事 本間勇輝さん 
※USTREAM配信あり 



会 場 

被災地で支援活動を行っている市民活動団体・NPO・NGOの方々をゲストに

お招きし、支援活動のはじまりと、これからの課題について語り合います。  

※昨年度は、仙台市市民活動サポートセンターと3がつ11にちをわすれない

ためにセンターの協働で、ユーストリーム番組「支援のかたち〜生放送！サ

ポセンかわら版」を放送しました。過去の放送は、下記のホームページからご

覧いただけます。 

３がつ１１にちをわすれないためにセンターでは、市

民、専門家、スタッフが協働し、復旧・復興のプロセス

を独自に発信、記録しています。さまざまなメディアの

活用を通じ、情報共有、復興推進に努めるとともに、

収録された映像、写真、音声、テキストなどを「震災の

記録・市民協働アーカイブ」として記録保存します。 

考えるテーブル 
 

人が集い語り合いながら震災復興や地域社会、表現活動に

ついて考えていく場を「考えるテーブル」と題してせんだいメ

ディアテーク7階スタジオや1階オープンスクエアに開きます。 

http://www.smt.jp/thinkingtable2012/ 

http://recorder311.smt.jp/series/saposen/ 

http://recorder311.smt.jp/ 

仙台駅から泉中央行きで3分、勾当

台公園駅下車。「公園2」出口から徒

歩6分（約450メートル）。 

地下鉄 

仙台市営バス 仙台駅前-29番（荘

内銀行前）のりばから「定禅寺通市

役所前経由交通局大学病院」行き

（系統番号J410）で約10分、メディア

テーク前下車。 

バ ス 


